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PDCA サイクルに基づく保健活動を推

進するための体制整備について 
 

（長谷部構成員作成資料）
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ＰＤＣＡサイクルに基づく保健活動を推進するための体制の明確化 山梨県南アルプス市　長谷部裕子
～どんな体制があればより効果的なＰＤＣＡサイクルを推進できるのか、現場で思うこと～

住民や関係機関が地区の実態を把握し、健康課題解決のための計画策定、及
び評価をしやすくするためには、根拠に基づいた事業計画やその事業成果等を
わかりやすく提供し、話し合いをスムーズにするための土台づくりが不可欠であ

スキルアップのため
の研修体制の整備

　　　　　　　住民

　・ＰＤＣＡサイクルについての知識
・自分の活動を通じて地区の実態をみ
ようという意識をもつ
・様々な角度から地区の実態を把握
する情報収集能力
・アンテナを高くし情勢に敏感になる
・把握した情報の分析、整理する能
力。
・わかりやすく説明するプレゼンテー
ション能力
・実態分析し優先順位をつけ施策化す
る能力
・企画力、関係者への合意形成能力
・評価に関する能力（評価指標の情報
収集と明確化等）

専門職として必要なスキル

関係機関
県、社会福祉協議会
各種団体等

市役所 庁内全体でＰＤＣＡ
サイクルへ取り組む
体制があるか？

健康増進課
他部署

他部署

情報の共有

相互協力 企画担当
事務職、
専門職

事業担
当、地区
担当事務
職、専門

上司

スーパーバイザー（保健所、大学、
研究者など）の支援体制整備

支援

支援

ＰＤＣＡ・・・必要性は、
わかってはいるけど事
業に追われる日々。
どうしたらいいのか・・

多角的に実態把握
するために・・

課内の情報、課題の共有、コミュニケーション体制

＊地区へ出向き直接住民
の生活実態を把握できる
体制づくり（実態把握の強
化）
＊事業参加者からの声や
意識の変化の実態把握の
ための体制づくり（アン
ケートや聞き取り等による
モニタリング）

課内でのＰＤＣＡサイクル
の体制づくり・・事業の企
画から評価までの一連の
流れを形にする。（課内で
事業についての共有化）

計画策定への参画体制
外部評価体制整備
話し合い、協働

住民組織
事業企画時にアウトプット評価だけではなくアウトカム、
プロセス評価も視野に入れた企画書づくりが重要と思
う。しかし全庁的にＰＤＣＡサイクルに取り組んでいる自
治体でも「とりあえずシートに数値を入力している」と
いったことも聞く。体制やシステムづくりは重要ではある
が、そこで活動する職員がその重要性を認識できなけ
れば宝のもちぐされになりかねない。さて、現場の中で
どこから手をつけられるだろうか・・・・

実態の分析、企
画、事業化へ

現在は評価がアウ
トプット中心・・


